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〇
海
岸
保
全
区
域
等
に
係
る
海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

 

（
平
成
十
二
年
五
月
十
六
日
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農
林
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（
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省
告
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改
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平
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二
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農
林
水
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省
・
国
土
交
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告
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令
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第
一
号

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
岸
保
全
区
域
等
に
係
る
海
岸
の
保

 

全
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

 

海
岸
保
全
区
域
等
に
係
る
海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

我
が
国
は
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
海
岸
線
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
海
岸
の
延
長
は
極
め
て
長
く
約
三

万
五
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
ま
た
、
国
土
狭
あ
い
で
平
野
部
が
限
ら
れ
て
い
る
我
が
国
で
は
、
海
岸
の
背
後
に
、
人
口
、

 

資
産
、
社
会
資
本
等
が
集
積
し
て
い
る
。
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我
が
国
の
海
岸
は
、
地
震
や
台
風
、
冬
期
風
浪
等
の
厳
し
い
自
然
条
件
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
等
に
よ

る
災
害
や
海
岸
侵
食
等
に
対
し
て
脆
弱
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
海
岸
の
背
後
に
集
中
し
て
い
る
人
命
や
財
産
を
災
害

か
ら
守
る
と
と
も
に
国
土
の
保
全
を
図
る
た
め
海
岸
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
海
岸
は
、
単
な
る
陸
域
と
海
域
と
の

境
界
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
が
相
接
す
る
特
色
あ
る
空
間
で
あ
り
、
多
様
な
生
物
が
生
息
・
生
育
す
る
貴
重
な
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
美
し
い
砂
浜
や
荒
々
し
い
岩
礁
等
の
独
特
の
自
然
景
観
を
有
し
、
我
が
国
の
文
化
・
歴
史
・
風
土
を
形
成
し
て

 

き
た
。
し
か
し
、
沿
岸
部
の
開
発
等
に
伴
い
自
然
海
岸
が
減
少
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
海
岸
は
古
く
か
ら
漁
業
の
場
や
港
と
し
て
の
利
用
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
干
拓
に
よ
る
農
地
の
開
発
等
も
多
く
行

わ
れ
、
生
産
や
輸
送
の
た
め
の
空
間
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
、
あ

 

る
い
は
様
々
な
動
植
物
と
触
れ
合
う
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
防
災
面
で
は
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
水
準
は
未
だ
低
く
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
等
に
よ
り
依
然
と
し
て

多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
た
巨
大
な
地
震
・
津
波

に
よ
り
海
岸
保
全
施
設
及
び
そ
の
背
後
地
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
海
岸
に
供
給
さ
れ
る
土
砂
の
減
少
や
海
岸
部
で

の
土
砂
収
支
の
不
均
衡
等
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
海
岸
侵
食
が
進
行
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
平
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均
海
面
水
位
の
上
昇
は
既
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
平
均
海
面
水
位
の
上
昇
や
台
風
の
強
大
化
等
に
よ
る
沿

岸
地
域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
環
境
・
利
用
面
で
は
海
岸
の
汚
損
や
海
浜
へ
の
車
の
乗
入
れ
等
無
秩
序
な
行
為
や
適

 

正
で
な
い
行
為
等
に
よ
り
、
美
し
く
、
豊
か
な
海
岸
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。

価
値
観
の
多
様
化
や
少
子
・
高
齢
化
等
が
進
む
中
に
お
い
て
も
、
海
岸
は
、
大
規
模
な
津
波
、
台
風
等
に
よ
る
高
潮
等
に
備

え
、
防
災
・
減
災
対
策
に
よ
り
災
害
に
対
す
る
安
全
性
を
確
保
し
、
良
好
な
海
岸
環
境
の
整
備
と
保
全
が
図
ら
れ
、
人
々
の
多

様
な
利
用
が
適
正
に
行
わ
れ
る
空
間
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
は
、
急
速
な
老

 

朽
化
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
海
岸
保
全
基
本
方
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
今
後
の
海
岸
の
望
ま
し
い
姿
の
実
現
に
向
け
た
海
岸
の
保
全
に
関
す

 

る
基
本
的
な
事
項
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 

一　

海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針

 

１　

海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
理
念

海
岸
は
、
国
土
狭
あ
い
な
我
が
国
に
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
多
く
の
人
口
・
資
産
が
集
中
し
て
い
る
空
間
で
あ
る
と
と

も
に
、
海
と
陸
が
接
し
多
様
な
生
物
が
相
互
に
関
係
し
な
が
ら
生
息
・
生
育
し
て
い
る
貴
重
な
空
間
で
あ
る
。
ま
た
、
様
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々
な
利
用
の
要
請
が
あ
る
一
方
、
人
為
的
な
諸
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
や
す
い
空
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

な
特
性
を
持
つ
海
岸
に
お
い
て
、
安
全
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
し
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
や
心
の
豊
か
さ
へ
の
要

 

求
に
も
対
応
す
る
海
岸
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
「
美
し
く
、
安
全
で
、
い
き
い
き
し
た
海
岸
」
を
次
世
代
へ
継
承
し
て

 

い
く
こ
と
を
、
今
後
の
海
岸
の
保
全
の
た
め
の
基
本
的
な
理
念
と
す
る
。

こ
の
理
念
の
下
、
災
害
か
ら
の
海
岸
の
防
護
に
加
え
、
海
岸
環
境
の
整
備
と
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正
な
利
用
の

確
保
を
図
り
、
こ
れ
ら
が
調
和
す
る
よ
う
、
総
合
的
に
海
岸
の
保
全
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
海
岸
は
地
域
の

個
性
や
文
化
を
育
ん
で
き
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
と
と
も
に
歩
む
海
岸
づ
く
り
を
目
指
す

 

も
の
と
す
る
。

 

２　

海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

海
岸
の
保
全
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
及
び
海
岸
環
境
や
海
岸
利
用
の
状
況
並
び
に
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
外
力
の
長
期
変
化
等
を
調
査
、
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
十
分
勘
案
し
て
、
災
害
に
対
す
る
適
切
な
防
護
水
準

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
海
岸
環
境
の
整
備
と
保
全
及
び
海
岸
の
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
、
施
設
の
整
備
に
加
え
ソ
フ
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ト
面
の
対
策
を
講
じ
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
特
に
、
防
災
上
の
機
能
と
併
せ
、
環
境
や
利
用
と
い
う
観
点
か

ら
良
好
な
空
間
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
砂
浜
に
つ
い
て
そ
の
保
全
に
努
め
る
。
ま
た
、
海
岸
保
全
施
設
の
老
朽
化
が
急

 

速
に
進
む
中
、
予
防
保
全
の
考
え
方
に
基
づ
き
海
岸
保
全
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新
を
図
る
。

海
岸
の
保
全
は
、
国
と
地
方
が
相
互
に
協
力
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
そ
の
際
、
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
等

に
つ
い
て
は
、
国
が
最
終
的
な
責
務
を
負
い
つ
つ
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
進
め
て
い
く
も
の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
日
常

的
な
海
岸
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
的
か
つ
適
切
に
進
め
て
い
く
も
の
と
す
る
。
な
お
、
国
土
保
全
上

極
め
て
重
要
な
海
岸
で
地
理
的
条
件
等
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
で
管
理
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
な
も
の
に

 

つ
い
て
は
、
国
が
直
接
適
切
に
管
理
す
る
。 

　

海
岸
の
防
護
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(1)

我
が
国
は
、
津
波
、
高
潮
、
波
浪
等
に
よ
る
災
害
や
海
岸
侵
食
等
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
海
岸
は
こ
れ
ら
の

災
害
か
ら
背
後
の
人
命
や
財
産
を
防
護
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各
々
の
海
岸
に
お
い
て
、
気
象
、
海

象
、
地
形
等
の
自
然
条
件
及
び
過
去
の
災
害
発
生
の
状
況
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
外
力
の

長
期
変
化
量
を
適
切
に
推
算
し
、
背
後
地
の
人
口
・
資
産
の
集
積
状
況
や
土
地
利
用
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
所
要
の
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安
全
を
適
切
に
確
保
す
る
防
護
水
準
を
定
め
る
。

津
波
か
ら
の
防
護
を
対
象
と
す
る
海
岸
に
あ
っ
て
は
、
過
去
に
発
生
し
た
浸
水
の
記
録
等
に
基
づ
い
て
、
数
十
年
か

 
ら
百
数
十
年
に
一
度
程
度
発
生
す
る
比
較
的
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
に
対
し
て
防
護
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

高
潮
か
ら
の
防
護
を
対
象
と
す
る
海
岸
に
あ
っ
て
は
、
過
去
の
台
風
等
に
よ
り
発
生
し
た
高
潮
の
記
録
に
基
づ
く
既

往
の
最
高
潮
位
又
は
記
録
や
将
来
予
測
に
基
づ
き
適
切
に
推
算
し
た
潮
位
に
、
記
録
や
将
来
予
測
に
基
づ
き
適
切
に
推

 

算
し
た
波
浪
の
影
響
を
加
え
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
防
護
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

潮
位
に
比
し
て
背
後
地
の
地
盤
高
が
低
い
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
等
の
地
域
や
三
大
湾
を
始
め
と
す
る
背
後
に
人
口
・

資
産
が
特
に
集
積
し
た
地
域
に
あ
っ
て
は
、
過
去
の
津
波
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
や
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
外
力
の

 

長
期
変
化
を
十
分
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
よ
り
高
い
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
背
後
地
の
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
津
波
、
高
潮
等
か
ら
海
水
の
侵
入
又
は

海
水
に
よ
る
侵
食
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
海
水
が
堤
防
等
を
越
流
し
た
場
合
に
も
背
後
地
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
も

 

の
と
す
る
。

津
波
、
高
潮
対
策
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
適
切
な
避
難
の
た
め
の
迅
速
な
情
報
伝
達
、
地
域
と
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協
力
し
た
防
災
体
制
の
整
備
や
避
難
地
の
確
保
、
土
地
利
用
の
調
整
、
都
市
計
画
等
の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
を
行
う
な

 

ど
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
を
行
う
よ
う
努
め
る
。

水
門
・
陸
閘
等
に
つ
い
て
は
、
現
場
操
作
員
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
閉
鎖
の
確
実
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

こ

う

 

操
作
規
則
等
に
基
づ
く
平
常
時
の
訓
練
等
を
実
施
し
、
効
果
的
な
管
理
運
用
体
制
の
構
築
を
図
る
。

侵
食
対
策
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
気
候
変
動
や
人
為
的
改
変
に
よ
る
影
響
等
も
考
慮
し
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
よ
り
流
砂
系
全
体
や
地
先
の
砂
浜
の
変
動
傾
向
を
把
握
し
、
侵
食
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
定
し
、
将
来
変
化
の
予
測
に

基
づ
き
対
策
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
効
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
確
認
し
、
次
の
対
策
を
検
討
す
る
「
予
測
を
重

視
し
た
順
応
的
砂
浜
管
理
」
を
行
う
。
既
に
侵
食
が
進
行
し
て
い
る
海
岸
に
あ
っ
て
は
、
現
状
の
汀
線
を
保
全
す
る
こ

て

い

と
を
基
本
的
な
目
標
と
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
さ
ら
に
汀
線
の
回
復
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
加
え
て
、
沿
岸

て

い

漂
砂
の
連
続
性
を
勘
案
し
、
侵
食
が
進
ん
で
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
砂
の
移
動
す
る
範
囲
全
体
に
お
い
て
、
土
砂
収

支
の
状
況
を
踏
ま
え
た
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
対
応
を
適
切
に
行
う
。
ま
た
、
領
土
・
領
海
の
保
全
の
観
点
か
ら
重

 

要
な
岬
や
離
島
に
お
け
る
侵
食
対
策
を
推
進
す
る
。

 

　

海
岸
環
境
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(2)
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海
岸
は
、
陸
域
と
海
域
と
が
相
接
す
る
空
間
で
あ
り
、
砂
浜
、
岩
礁
、
干
潟
等
生
物
に
と
っ
て
多
様
な
生
息
・
生
育

環
境
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
特
有
の
環
境
に
依
存
し
た
固
有
の
生
物
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
白
砂

 
青
松
等
の
名
勝
や
自
然
公
園
等
の
優
れ
た
自
然
景
観
の
一
部
を
形
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
海
岸
の
環
境
容
量
は
有
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
岸
環
境
に
支
障
を
及
ぼ
す
行
為
を
で
き
る
だ
け
回
避
す
べ 

き
で
あ
り
、
喪
失
し
た
自
然
の
復
元
や
景
観
の
保
全
も
含
め
、
自
然
と
共
生
す
る
海
岸
環
境
の
保
全
と
整
備
を
図
る
。

特
に
、
名
勝
や
自
然
公
園
等
の
優
れ
た
景
観
、
天
然
記
念
物
等
の
学
術
上
貴
重
な
自
然
、
生
物
の
重
要
な
生
息
・
生

育
地
等
の
優
れ
た
自
然
を
有
す
る
海
岸
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
に
十
分
配
慮
す
る
。
ま
た
、
海
岸
環
境
の
適
切
な
保

全
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
車
の
乗
入
れ
等
の
一
定
の
行
為
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
油
流
出
事
故
等
突
発
的
に
生
じ
る

 

環
境
へ
の
影
響
等
に
適
切
に
対
応
す
る
。

海
岸
保
全
施
設
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
海
岸
環
境
の
保
全
に
十
分
配
慮
し
て
い
く
と
と
も
に
、
良
好
な
海
岸
環

境
の
創
出
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
砂
浜
、
植
栽
等
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
親
水
護
岸
、
遊
歩
道
等
人
と
海
と
の

 

触
れ
合
い
を
確
保
す
る
た
め
の
施
設
も
必
要
に
応
じ
整
備
す
る
。

さ
ら
に
、
海
岸
環
境
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
整
理
と
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
の
提
供
・
公
開
を
通
じ
て
関
係
者
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間
の
共
有
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
全
す
べ
き
海
岸
環
境
に
つ
い
て
関
係
者
が
共
通
の
認
識
を
有
す
る
よ
う
努
め
る
。

 
　

海
岸
に
お
け
る
公
衆
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(3)

海
岸
は
、
古
来
か
ら
地
域
社
会
に
お
い
て
祭
り
や
行
事
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
文
化
の
形
成
や
継
承

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
近
年
は
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
も
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
高
度
化
、
多
様
化
し
て
お

り
、
海
岸
も
、
海
水
浴
等
の
利
用
に
加
え
様
々
な
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
活
動
・
学
習
活
動
の
場
及
び
健
康
増

 

進
の
た
め
の
海
洋
療
法
や
憩
い
の
場
な
ど
と
し
て
の
利
用
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
海
岸
が
有
し
て
い
る
様
々
な
機
能
を
十
分
生
か
し
、
公
衆
の
適
正
な
利
用
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
海

岸
の
利
用
の
増
進
に
資
す
る
施
設
の
整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
景
観
や
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
施
設
の
汚
損
、

 

放
置
船
等
に
適
切
に
対
処
す
る
。

ま
た
、
海
辺
に
近
づ
け
な
い
海
岸
等
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
海
と
の
触
れ
合
い
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
自

 

然
環
境
の
保
全
に
留
意
し
つ
つ
、
公
衆
に
よ
る
海
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に
努
め
る
。

レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
海
岸
利
用
に
当
た
り
、
自
然
環
境
を
始
め
海
岸

 

環
境
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー
の
向
上
に
向
け
た
利
用
者
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
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３　

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

 
　

海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(1)

 
①　

安
全
な
海
岸
の
整
備

現
在
、
防
護
が
必
要
な
海
岸
の
う
ち
、
所
要
の
機
能
を
確
保
し
た
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
は
未
だ
十
分
で
な
く
、

高
潮
、
波
浪
等
に
よ
る
被
害
は
依
然
と
し
て
多
い
。
ま
た
、
大
規
模
地
震
の
発
生
に
伴
う
津
波
に
よ
る
災
害
へ
の
懸

念
も
大
き
い
。
さ
ら
に
、
今
後
は
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
平
均
海
面
水
位
の
上
昇
な
ど
の
外
力
の
長
期
変
化
に

 

も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
今
後
と
も
防
護
の
必
要
な
海
岸
に
お
い
て
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

堤
防
や
消
波
工
に
沖
合
施
設
や
砂
浜
等
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
防
護
の
み
な
ら
ず
環
境
や
利
用
の
面
か
ら

も
優
れ
た
面
的
防
護
方
式
に
よ
る
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
背
後
地
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
設
計
の
対
象
を
超

え
る
津
波
、
高
潮
等
の
作
用
に
対
し
て
施
設
の
損
傷
等
を
軽
減
す
る
た
め
、
粘
り
強
い
構
造
の
堤
防
、
胸
壁
及
び
津

波
防
波
堤
の
整
備
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
粘
り
強
い
構
造
の
堤
防
等
に
つ
い
て
、
樹
林
と
盛
土
が
一
体
と
な
っ
て

堤
防
の
洗
掘
や
被
覆
工
の
流
出
を
抑
制
す
る
「
緑
の
防
潮
堤
」
な
ど
多
様
な
構
造
を
含
め
て
検
討
す
る
。
水
門
・
陸
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閘
等
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
又
は
常
時
閉
鎖
を
進
め
る
と
と
も
に
、
現
場
操
作
員
の
安
全
又
は
利
用
者
の
利
便
性
を

こ

う確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
の
取
組
を
計
画
的
に
進
め
る
。
津
波
、
高
潮
等
に
よ

る
甚
大
か
つ
広
域
的
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
、
護
岸
、
高
潮
・
津
波
防
波
堤
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

 

必
要
に
応
じ
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
複
合
的
か
つ
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
対
策
を
推
進
す
る
。

侵
食
対
策
と
し
て
は
、
施
設
の
整
備
と
併
せ
、
広
域
的
な
漂
砂
の
動
き
を
考
慮
し
て
、
一
連
の
海
岸
に
お
い
て
堆

 

積
箇
所
か
ら
侵
食
箇
所
へ
砂
を
補
給
す
る
等
構
造
物
に
よ
ら
な
い
対
策
も
含
め
て
土
砂
の
適
切
な
管
理
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
海
岸
保
全
施
設
の
機
能
や
背
後
地
の
重
要
度
等
を
考
慮
し
て
必
要
に
応
じ
て
耐
震
性
の
強
化
を
推
進
す

 

る
。

 

②　

自
然
豊
か
な
海
岸
の
整
備

海
岸
の
多
様
な
生
態
系
や
美
し
い
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
の
有
す
る
自
然
特
性
に
応
じ
た

 

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を
進
め
る
。

特
に
、
砂
浜
は
、
防
災
上
の
機
能
に
加
え
、
白
砂
青
松
等
の
美
し
い
海
岸
景
観
の
構
成
要
素
と
な
る
と
と
も
に
、

人
と
海
と
の
触
れ
合
い
や
海
水
の
浄
化
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
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育
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
砂
浜
に
つ
い
て
、
そ
の
保
全
と
回
復
を
主
体
と
し
た
整
備
を
よ
り
一
層
推

 

進
す
る
。

施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
優
れ
た
海
岸
景
観
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
海
岸
を
生
息
・
生

育
や
産
卵
の
場
と
す
る
生
物
が
、
そ
の
生
息
環
境
等
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
干
潟
や
藻
場
を
含
む
自
然

環
境
の
保
全
に
配
慮
す
る
。
離
岸
堤
や
潜
堤
、
人
工
リ
ー
フ
等
は
、
多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
り
得
る

 

こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
る
。

 

③　

親
し
ま
れ
る
海
岸
の
整
備

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
利
便
性
や
地
域
社
会
の
生
活
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、

 

こ
れ
に
配
慮
し
た
施
設
の
工
夫
に
努
め
る
。

特
に
、
堤
防
等
に
よ
っ
て
、
海
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
階
段
の
設
置

等
施
設
の
構
造
へ
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
階
段
護
岸
や
緩
傾
斜
堤
防
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。
そ
の

際
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
が
日
常
生
活
の
中
で
海
辺
に
近
づ
き
、
身
近
に
自
然
と
触
れ
合
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

 

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
る
。
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ま
た
、
海
岸
の
生
物
の
生
息
・
生
育
や
、
人
々
の
適
正
な
利
用
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
既
存
の
施
設
を
環
境
や
利

 

用
に
配
慮
し
た
施
設
に
作
り
変
え
て
い
く
こ
と
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

 

　

海
岸
保
全
施
設
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(2)

既
存
の
海
岸
保
全
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
費
用
の
軽
減
や
平
準
化
を
図
り
つ
つ
、
所
要
の
機
能
を
確
保
す

 

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
構
造
、
修
繕
の
状
況
、
気
象
・
海
象
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時
期
に
巡
視

又
は
点
検
を
実
施
し
、
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
予
防
保
全
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
維

持
又
は
修
繕
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る
記
録
だ
け
で
な
く
、
点
検
又
は
修
繕

 

に
関
す
る
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
適
切
に
行
う
。

 

４　

海
岸
の
保
全
に
関
す
る
そ
の
他
の
重
要
事
項

 

　

広
域
的
・
総
合
的
な
視
点
か
ら
の
取
組
の
推
進

(1)

一
体
的
に
社
会
経
済
活
動
を
展
開
す
る
地
域
全
体
の
安
全
の
確
保
、
快
適
性
や
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
海

岸
背
後
地
の
人
口
、
資
産
、
社
会
資
本
等
の
集
積
状
況
や
土
地
利
用
の
状
況
、
海
岸
の
利
用
や
環
境
、
海
上
交
通
、
漁
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業
活
動
等
を
勘
案
し
、
関
係
す
る
行
政
機
関
と
よ
り
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
広
域
的
・
総
合
的
な
視
点
か
ら
の
取
組
を

 

推
進
す
る
。

特
に
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
平
均
海
面
水
位
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
こ
う
し
た
取
組
を
進
め

 

る
う
え
で
目
安
と
な
る
平
均
海
面
水
位
を
社
会
全
体
で
共
有
す
る
よ
う
努
め
る
。

災
害
に
対
す
る
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
連
た
ん
す
る
背
後
地
を
一
体
的
に
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

海
岸
だ
け
で
な
く
沿
岸
部
に
お
け
る
関
連
す
る
施
設
と
の
防
護
水
準
の
整
合
の
確
保
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
に
、

一
体
的
・
計
画
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
会
を
設
置
し
、
防
災
・
減
災
対

 

策
に
係
る
事
業
間
調
整
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

海
岸
侵
食
は
、
土
砂
の
供
給
と
流
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
こ
の
問
題
に
抜
本
的
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
海
岸
地
形
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
や
沿
岸
漂
砂
に
よ
る
長
期
的
な
地
形
変
化
に
対
す
る
全
国
的

な
気
候
変
動
の
影
響
予
測
を
行
い
つ
つ
、
海
岸
部
に
お
い
て
、
沿
岸
漂
砂
に
よ
る
土
砂
の
収
支
が
適
切
と
な
る
よ
う
構

造
物
の
工
夫
等
を
含
む
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
海
岸
部
へ
の
適
切
な
土
砂
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
河
川
の
上
流
か

ら
海
岸
ま
で
の
流
砂
系
に
お
け
る
総
合
的
な
土
砂
管
理
対
策
と
も
連
携
す
る
等
、
多
様
な
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
に
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広
域
的
・
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
海
岸
は
、
海
と
陸
が
接
す
る
独
特
な
空
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
利
用
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
海

岸
の
有
す
る
特
性
を
更
に
広
く
適
切
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、
広
域
的
な
利
用
の
観
点
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
レ
ジ
ャ

ー
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
自
然
体
験
・
学
習
活
動
の
推
進
、
健
康
の
増
進
及
び
自
然
と
の
共
生
の
促
進
等
の
た
め
、
海

 

岸
及
び
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
る
様
々
な
施
策
と
の
一
層
の
連
携
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
近
年
、
洪
水
や
高
潮
等
に
よ
り
広
範
囲
に
大
規
模
な
流
木
等
が
海
岸
に
漂
着
し
、
海
岸
の
保
全
に
支
障
が

 

生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
も
適
切
に
対
応
す
る
。

 

　

地
域
と
の
連
携
の
促
進
と
海
岸
愛
護
の
啓
発

(2)

海
岸
の
保
全
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
意
向
に
十
分
配
慮
し
、
地
域
と
の
連
携
を
図

 

っ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
と
併
せ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
防
災
情
報
の

提
供
や
災
害
時
の
対
応
方
法
の
周
知
に
加
え
、
気
候
変
動
に
よ
る
地
域
の
リ
ス
ク
の
将
来
変
化
等
の
情
報
提
供
等
、
地

 

域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
及
び
防
災
知
識
の
普
及
を
図
る
。
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海
岸
に
お
け
る
ゴ
ミ
対
策
や
清
掃
等
に
よ
る
海
岸
の
美
化
、
希
少
な
動
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
る
。
ま
た
、
無
秩
序

な
利
用
や
ゴ
ミ
の
投
棄
等
に
よ
り
海
岸
環
境
の
悪
化
が
進
ま
な
い
よ
う
、
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の

 

充
実
に
努
め
る
。

適
正
な
利
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
海
岸
は
海
へ
の
入
口
で
あ
り
、
時
に
は
人
命
を
損
な
う
危
険
な
場
所
で

も
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
適

正
な
利
用
に
必
要
な
情
報
を
適
宜
提
供
し
て
い
く
。
海
岸
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
る
行
為
の
制
限
等
に
つ
い
て
は
、

 

利
用
者
に
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
よ
う
努
め
る
。

こ
う
し
た
地
域
住
民
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
て
い
く
た
め
、
海
岸
愛
護
の
思
想
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
教

 

育
の
充
実
に
も
努
め
、
地
域
に
お
け
る
愛
護
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
。

海
岸
保
全
に
資
す
る
清
掃
、
植
栽
、
希
少
な
動
植
物
の
保
護
、
防
災
・
環
境
教
育
等
の
様
々
な
活
動
を
自
発
的
に
行

い
、
海
岸
管
理
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
・
団
体
を
海
岸
協
力
団
体
に
指
定
す
る

 

こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
海
岸
管
理
の
充
実
を
図
る
。
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調
査
・
研
究
の
推
進

(3)

質
の
高
い
安
全
な
海
岸
の
実
現
に
向
け
、
効
率
的
な
海
岸
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
海
岸
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

の
収
集
・
整
理
を
行
い
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
情
報
や
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
将
来
予
測
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
継
続

的
に
共
有
し
、
対
策
に
最
新
の
知
見
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
構
築
、
効
果
的
な
防
災
・
減
災
対
策
に

関
す
る
調
査
研
究
、
広
域
的
な
海
岸
の
侵
食
や
影
響
予
測
に
関
す
る
調
査
研
究
、
適
切
な
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
調

査
研
究
、
生
態
系
等
の
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
整
備
に
関
す
る
調
査
研
究
、
新
工
法
等
新
た
な
技
術
に
関
す
る
研
究
開

 

発
等
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
民
間
を
含
め
た
幅
広
い
分
野
と
情
報
の
共
有
を
図
り
つ
つ
、
互
い
の
技
術
の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

 

国
際
的
な
技
術
交
流
等
を
図
り
、
広
く
そ
れ
ら
の
成
果
の
活
用
と
普
及
に
努
め
る
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
気
象
・
海
象
の
変
化
や
長
期
的
な
平
均
海
面
水
位
の
上
昇
は
、
海
岸
侵
食
の
進

行
や
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
増
加
、
高
潮
や
波
浪
に
よ
る
被
害
の
激
甚
化
等
、
海
岸
の
み
な
ら
ず
国
土
保
全
の
観
点
か

ら
深
刻
な
影
響
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
潮
位
、
波
浪
等
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
監
視
や
デ
ー
タ
の
蓄
積

に
よ
り
そ
の
変
動
を
適
時
適
切
に
把
握
し
、
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
予
測
・
評
価
を
踏
ま
え
て
、
適
応
策
の
具
体
化
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を
進
め
る
。

 

二　

一
の
海
岸
保
全
基
本
計
画
を
作
成
す
べ
き
海
岸
の
区
分

一
の
海
岸
保
全
基
本
計
画
を
作
成
す
べ
き
一
体
の
海
岸
の
区
分
（
沿
岸
）
は
、
地
形
・
海
象
面
の
類
似
性
及
び
沿
岸
漂
砂

 

の
連
続
性
に
着
目
し
て
、
で
き
る
だ
け
大
括
り
に
す
る
と
と
も
に
、
都
府
県
界
も
考
慮
し
て
、
別
表
の
と
お
り
定
め
る
。

 

三　

海
岸
保
全
基
本
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
本
海
岸
保
全
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
の
意
見
等
を
反
映
し
て
二
で
定
め
た
沿
岸
ご
と
に
整

 

合
の
と
れ
た
海
岸
保
全
基
本
計
画
を
作
成
し
、
総
合
的
な
海
岸
の
保
全
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
沿
岸
が
複
数
の
都
府
県
に
わ
た
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
関
係
都
府
県
が
共
同
し
て
計
画
策
定
体
制
を
整
え
、

 

一
の
海
岸
保
全
基
本
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

 

海
岸
保
全
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
基
本
的
な
事
項
と
留
意
す
べ
き
重
要
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

１　

定
め
る
べ
き
基
本
的
な
事
項

 

　

海
岸
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(1)

 

海
岸
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
事
項
と
し
て
定
め
る
も
の
は
、
次
の
事
項
と
す
る
。
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①　

海
岸
の
現
況
及
び
保
全
の
方
向
に
関
す
る
事
項

 

自
然
的
特
性
や
社
会
的
特
性
等
を
踏
ま
え
、
沿
岸
の
長
期
的
な
在
り
方
を
定
め
る
。

 
②　

海
岸
の
防
護
に
関
す
る
事
項

防
護
す
べ
き
地
域
、
防
護
水
準
等
の
海
岸
の
防
護
の
目
標
及
び
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
施

 

策
の
内
容
を
定
め
る
。

 

③　

海
岸
環
境
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
事
項

 

海
岸
環
境
を
整
備
し
、
及
び
保
全
す
る
た
め
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
施
策
の
内
容
を
定
め
る
。

 

④　

海
岸
に
お
け
る
公
衆
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
事
項

 

海
岸
に
お
け
る
公
衆
の
適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
施
策
の
内
容
を
定
め
る
。

 

　

海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(2)

沿
岸
の
各
地
域
ご
と
の
海
岸
に
お
い
て
海
岸
保
全
施
設
を
整
備
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
事
項
と
し
て
定

 

め
る
も
の
は
次
の
事
項
と
す
る
。

 

①　

海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る
事
項
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イ　

海
岸
保
全
施
設
を
新
設
又
は
改
良
し
よ
う
と
す
る
区
域

 

一
連
の
海
岸
保
全
施
設
を
新
設
又
は
改
良
し
よ
う
と
す
る
区
域
を
定
め
る
。

 
ロ　

海
岸
保
全
施
設
の
種
類
、
規
模
及
び
配
置

 
イ
の
区
域
ご
と
に
海
岸
保
全
施
設
の
種
類
、
規
模
及
び
配
置
に
つ
い
て
定
め
る
。

 

ハ　

海
岸
保
全
施
設
に
よ
る
受
益
の
地
域
及
び
そ
の
状
況

海
岸
保
全
施
設
の
新
設
又
は
改
良
に
よ
っ
て
津
波
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
や
海
岸
侵
食
か
ら
防
護
さ
れ
る
地
域

 

及
び
そ
の
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
等
を
示
す
。 

②　

海
岸
保
全
施
設
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
事
項

 

イ　

海
岸
保
全
施
設
の
存
す
る
区
域

 

維
持
又
は
修
繕
の
対
象
と
な
る
海
岸
保
全
施
設
が
存
す
る
区
域
を
定
め
る
。

 

ロ　

海
岸
保
全
施
設
の
種
類
、
規
模
及
び
配
置

 

イ
の
区
域
ご
と
に
存
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
種
類
、
規
模
及
び
配
置
に
つ
い
て
定
め
る
。

 

ハ　

海
岸
保
全
施
設
の
維
持
又
は
修
繕
の
方
法



- 21 -

 

ロ
の
海
岸
保
全
施
設
の
種
類
ご
と
に
、
海
岸
保
全
施
設
の
維
持
又
は
修
繕
の
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
。

 
２　

留
意
す
べ
き
重
要
事
項

 
海
岸
保
全
基
本
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
重
要
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

　

関
連
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保

(1)

国
土
の
利
用
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
計
画
、
環
境
保
全
に
関
す
る
計
画
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る
計
画
、
地
域

 

計
画
等
関
連
す
る
計
画
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
。

 

　

関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
調
整

(2)

海
岸
に
関
係
す
る
行
政
機
関
と
十
分
な
連
携
と
緊
密
な
調
整
を
図
る
。
特
に
、
地
域
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
気
候
変

 

動
の
影
響
に
よ
る
将
来
変
化
も
含
め
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
等
と
共
有
し
た
う
え
で
、
連
携
や
調
整
を
図
る
。

 

　

地
域
住
民
の
参
画
と
情
報
公
開

(3)

計
画
の
策
定
段
階
で
必
要
に
応
じ
開
催
さ
れ
る
公
聴
会
等
だ
け
で
な
く
、
計
画
が
実
効
的
か
つ
効
率
的
に
執
行
で
き

る
よ
う
、
実
施
段
階
に
お
い
て
も
適
宜
地
域
住
民
の
参
画
を
得
る
。
ま
た
、
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
、
計
画
の
実
現
に

よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
防
護
、
環
境
及
び
利
用
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
示
す
等
、
事
業
の
透
明
性
の
向
上
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を
図
る
た
め
、
海
岸
に
関
す
る
情
報
を
広
く
公
開
す
る
。

 
　

計
画
の
見
直
し

(4)

地
域
の
状
況
変
化
や
社
会
経
済
状
況
の
変
化
、
気
候
変
動
の
影
響
に
関
す
る
見
込
み
の
変
化
等
に
応
じ
、
計
画
の
基

 

本
的
事
項
及
び
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
内
容
等
を
点
検
し
、
適
宜
見
直
し
を
行
う
。

 

別
表

沿　

岸　

の　

名　

称　

及　

び　

区　

分

 
 

 

都
道
府
県
名

沿　

岸　

名

摘　
　
　
　
　

要

区　
　
　
　
　
　

域

起　
　
　

点

終　
　
　

点

　

宗
谷
岬
は
宗
谷
港
港
湾
区

北
海
道

北
見

宗
谷
岬

知
床
岬

域
の
西
端
と
す
る
。

北
海
道

根
室

知
床
岬

納
沙
布
岬

　

北
海
道

十
勝
釧
路

納
沙
布
岬

襟
裳
岬

　

北
海
道

日
高
胆
振

襟
裳
岬

地
球
岬
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北
海
道

渡
島
東

地
球
岬

恵
山
岬

　

北
海
道

渡
島
南

恵
山
岬

白
神
岬

　

北
海
道

後
志
檜
山

白
神
岬

積
丹
岬

　

北
海
道

石
狩
湾

積
丹
岬

雄
冬
岬

　　

宗
谷
岬
は
宗
谷
港
港
湾
区

北
海
道

天
塩

雄
冬
岬

宗
谷
岬

域
の
西
端
と
す
る
。

青
森

下
北
八
戸

岩
手
県
界

北
海
岬

　　

根
岸
は
平
舘
漁
港
区
域
の

青
森

陸
奥
湾

北
海
岬

根
岸

南
端
と
す
る
。

　

根
岸
は
平
舘
漁
港
区
域
の

青
森

津
軽

根
岸

秋
田
県
界

南
端
と
す
る
。

秋
田

秋
田

青
森
県
界

山
形
県
界

　

山
形

山
形

秋
田
県
界

新
潟
県
界

　

岩
手

三
陸
北

青
森
県
界

魹
ヶ
崎

岩
手

　

 

三
陸
南

魹
ヶ
崎

黒
崎(
牡
鹿
半
島)
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宮
城

宮
城

　

 

仙
台
湾

黒
崎(

牡
鹿
半
島)

茶
屋
ヶ
岬

福
島

福
島

福
島

茶
屋
ヶ
岬

茨
城
県
界

　

茨
城

茨
城

福
島
県
界

千
葉
県
界

　

千
葉

千
葉
東

茨
城
県
界

洲
崎

　

千
葉

　

 
 

 
 

東
京

東
京
湾

洲
崎

剣
崎

 

神
奈
川

東
京

伊
豆
小
笠
原
諸
島

　

―

―

神
奈
川

相
模
灘

剣
崎

静
岡
県
界

　

新
潟

新
潟
北

山
形
県
界

鳥
ヶ
首
岬

　

新
潟

佐
渡

　

―

―

新
潟

　

 

富
山
湾

鳥
ヶ
首
岬

石
川
県
界

富
山
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石
川

能
登
半
島

富
山
県
界

高
岩
岬

　

石
川

　

 

加
越

高
岩
岬

越
前
岬

福
井

静
岡

伊
豆
半
島

神
奈
川
県
界

大
瀬
崎

　

静
岡

駿
河
湾

大
瀬
崎

御
前
崎

　

静
岡

　

 

遠
州
灘

御
前
崎

伊
良
湖
岬

愛
知

愛
知

　

 

三
河
湾
・
伊
勢
湾

伊
良
湖
岬

神
前
岬

三
重

三
重

　

 

熊
野
灘

神
前
岬

潮
岬

和
歌
山

福
井

若
狭
湾

越
前
岬

京
都
府
界

　

京
都

丹
後

福
井
県
界

兵
庫
県
界

　

兵
庫

但
馬

京
都
府
界

鳥
取
県
界

　

和
歌
山

紀
州
灘

潮
岬

大
阪
府
界
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兵
庫

　

 

大
阪
湾

和
歌
山
県
界

明
石
市
東
境
界

大
阪

兵
庫

播
磨

明
石
市
東
境
界

岡
山
県
界

　

兵
庫

淡
路

　

―

―

鳥
取

鳥
取

兵
庫
県
界

島
根
県
界

　

島
根

島
根

鳥
取
県
界

山
口
県
界

　

島
根

隠
岐

　

―

―下
関
市
豊
浦
町
南
　

山
口

山
口
北

島
根
県
界

境
界

下
関
市
豊
浦
町
南

　

山
口

山
口
南

広
島
県
界

境
界

広
島

広
島

山
口
県
界

岡
山
県
界

　

岡
山

岡
山

広
島
県
界

兵
庫
県
界

　

徳
島

　

 

讃
岐
阿
波

三
崎
（
三
豊
市
）

孫
崎
（
鳴
門
）

香
川
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徳
島

紀
伊
水
道
西

孫
崎
（
鳴
門
）

蒲
生
田
岬

　

徳
島

海
部
灘

蒲
生
田
岬

室
戸
岬

　

 
高
知

高
知

土
佐
湾

室
戸
岬

足
摺
岬

　

高
知

　

 
豊
後
水
道
東

足
摺
岬

佐
田
岬

愛
媛

愛
媛

伊
予
灘

佐
田
岬

錨
掛
ノ
鼻

　

愛
媛

　

 

燧
灘

錨
掛
ノ
鼻

三
崎
（
三
豊
市
）

香
川

福
岡

玄
界
灘

佐
賀
県
界

北
九
州
市
西
境
界
　

福
岡

　

 

豊
前
豊
後

北
九
州
市
西
境
界

関
崎

大
分

大
分

豊
後
水
道
西

関
崎

宮
崎
県
界

　

宮
崎

日
向
灘

大
分
県
界

鹿
児
島
県
界

　

鹿
児
島

大
隅

宮
崎
県
界

佐
多
岬
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長
崎
鼻
（
薩
摩
半
　

鹿
児
島

鹿
児
島
湾

佐
多
岬

島
）

長
崎
鼻
（
薩
摩
半

　

黒
瀬
戸
に
お
い
て
は
黒
之

鹿
児
島

薩
摩

大
崎
（
長
島
）

島
）

瀬
戸
大
橋
を
境
界
と
す
る
。

鹿
児
島

薩
南
諸
島

　

硫
黄
鳥
島
を
除
く
。

―

―

　

本
渡
瀬
戸
に
お
い
て
は
瀬

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
大
橋
を
境
界
と
す
る
。

　

天
草
松
島
地
域
に
お
い
て

 
 

 
 

は
天
草
２
号
橋
か
ら
天
草
４

熊
本

小
松
崎
（
天
草
下

 
 

 

八
代
海

大
崎
（
長
島
）

号
橋
及
び
合
津
港
港
湾
区
域

鹿
児
島

島
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
端
を
境
界
と
す
る
。

　

三
角
港
付
近
は
三
角
港
港

 
 

 
 

湾

区

域

北

端

を

境

界

と

す

 
 

 

る
。

　

本
渡
瀬
戸
に
お
い
て
は
瀬

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸
大
橋
を
境
界
と
す
る
。

　

天
草
松
島
地
域
に
お
い
て

熊
本 

 
 

 

は
天
草
２
号
橋
か
ら
天
草
４

佐
賀

長
崎
鼻
（
天
草
下

 
 

 

有
明
海

瀬
詰
崎

号
橋
及
び
合
津
港
港
湾
区
域

福
岡

島
）
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長
崎

西
端
を
境
界
と
す
る
。

　

三
角
港
付
近
は
三
角
港
港

 
 

 

湾

区

域

北

端

を

境

界

と

す

 
 

 

る
。

小
松
崎
（
天
草
下

長
崎
鼻
（
天
草
下
　

熊
本

天
草
西

島
）

島
）

長
崎

橘
湾

瀬
詰
崎

野
母
崎

　

西
海
橋
（
西
海
市
　

長
崎

西
彼
杵

野
母
崎

側
）

西
海
橋
（
西
海
市

西
海
橋
（
佐
世
保
　

長
崎

大
村
湾

側
）

市
側
）

長
崎

西
海
橋
（
佐
世
保

　

 

松
浦

福
岡
県
界

佐
賀

市
側
）

長
崎

五
島
・
壱
岐
・
対
馬

　

―

―

沖
縄

琉
球
諸
島

　

硫
黄
鳥
島
を
含
む
。

―

―


